









































































































































































































































（ 虫 損 。 「 と 」 か 。 ） と も に 流 行 事 を 楽 ｀ t と し 、 ・ ・ ？ ： 」 と い っ た態であり、これ全
く芝居の諸々にか
こつけた滑稽小説であった。
そ の 「 あ さ 幾 染 」 （ 「 芝 居 贔 屈 方
言 」
）の本文板下は
、 筆 者 の
見る限り、④「南閲雑
話」、
⑦ 「 大 通 秘 密 論 」 の 板 下 と 同 一 人 の
手になるも











































十一年成）風の講説あり、善光寺絃起を援用した菩光寺如来の考証あり、備生「井内圭虫」を主人公とした談装あり、本店臼そのま ま の 図 入 り の 菩 提 樹 考 証 あ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「 辰 巳 之 園 」 だ け に 、
否そうでなくとも、
そ の 作 者 捜 し は 慎 重 を
極めるぺきであろうが、
以上述ぺ来った如き推測が成り立つので
あ れ ば 、
そ の 人 物 像 は 多 少 は 明 確 に な っ て
来 た の で は な い だ ろ う
）
。そして、














「 晒 落 本 の 根 元 」 と も 呼 ば れ た 源 内




に 関 し て 、
そ の 正 体 も 分 か ら ぬ ま ま
に 、
周 囲 を 経 巡 っ て み た 次 第 で あ る 。
（ 注 ）
中 野 三 敏 氏 「 遊 子 万 言 の 作 者 を め ぐ っ て 」
五
ものがある。． 無 論 、
そ
れ が 「 平 賀 ぷ り 」 の 内 哭 の す ぺ て で あ っ た と は 言 わ な
い が 、
この要素なくしては、
先 の 大 観 堂 の 広 告 文 は あ の
よ う な 苔
か れ 方 は さ れ な か
ったと思われる。このことは、
「 平 賀 ぷ り 」 の
最大の継承者である、
式 亭 三 馬 の 数 か ず の 発 言 に
よ っ て 、
確 認 さ
（ 庄 ー ）
れ得るであろう。
（ 『 国 文 学 研 究 」
＜ 祓 文 末 尾 「 逃 水 の 岸
9r




と も に 祓 文 の
みを寄せた可能性も高くなる。
ま た 、
九 例 の 中 で は 、 ⑤ の 「 夢





「 「 平 賀 ぶ り 」 以
前」と題して改めて述ぺたい。
「 飛 花 落 菜 」 祓 文 末 尾 一 虚 言 八 百 里 の 野 の 片 端 逃 水 の 流 れ に
ェ ク と
のぞみ
て 三 平 二 満 蔵 麗 に
なつて誌




判 断 し た 。
7 6 5 4 3 2 
第二十七集、
一 九 六 三 ・ 三 。
の ち 「 「 遊 子 方 g 」 の 作 者 」 と改
四 し て 「 戯 作 研 究 』 一 九 八 一 ・ ニ 、
中央公論社刊に収める）に
よる。
「 日 本 古 典 文 学 大 辞 典「 辰 巳 之 園 」 ， の 項 。注 4 解 題 に 従 う 。
第四巻」
（ 一 九 七 九 ・ 四 、
中央公論社）解題。
（ 一 九 八 四 ・ 七 、
岩 波 苔 店 ）
83
第 四 巻 」
は や く 万 象 亭 作 r 田 舎 芝 居 」 （ 天 明 七 年 刊 ） 序 文 に 、
「 先 に
す.
（ マ マ ）
遊子法言辰巳の園の二笞出
てよ





寄 ッ た り
の晒落本斗升を以ッて慧ると




な ど と 見 え る 。
注 ー に 同 じ 。「洒蕗本大成
11 
た と え ば 風 来 山 人 の 場 合 、
その高名を借りて偽物の統出した
ことは、
r 天 狗 憫 悽 饗 定 縁 起 」 （ 安 永 三 年 ） 門 人 戯 蝶 の 序 文 や
南畝の随筆が伝える所であろ。しかし、
こ れ は 特 殊 な 例 の
一 っ
であって、
「 夢 中 山 人 」 を 名 乗 る
こ
とで商亮上の利益が増すと




r 書 物 展 望 』 一 九 四 0 • 一 ） 。
注 1 の 指 摘 に よ る 。
13遺
文集でもある同書の序祓において、







内 生 前 に 、
直接の交渉がなかった為かとも思われる。
14「





日 本 古 典 文 学 大 辞 典
第六巻
」( - 九 八 五 ・ ニ 、
岩波書店）
「遊
子 方 言 」 の 項 に 、
「・・・・・本書は無論突然に現われたもので
はなく、
遠 く は 上 方 洒 落 本 の 血 脈 を 受 け 、





更 に は r 宰 野 苓 餃 』 に 言 う 、
当 時 流 行 の 浮 世 物 真 似 の 芸 能
を上手に誌上に再現する等の先縦を踏んで、
徐 々 に 芽 生 え た 成




治 二 十 九 ( - 八 九 六 ） 年 、
裳 華 房 刊 。
＇
17そ
の う ら の 幾 つ か に つ い て 、
注7の拙稿で概観した。
第 十 四 号
国 語 学 研 究 （ 東 北 大 学 ）国語教育（宮山大学国語教育学会） 18そ
の 駒 し い 評 判 の 一 端 に つ い て は 、
拙稿「平賀源内の文芸史
的 位 置 」 （ 水 田 潤 氏 網 r 近 世 文 芸 史 論 」 一 九 八 九 ・
＋ 、
桜 楓 社 ） 、




改 め て 論 じ た い 。 本 稿 で は





（ 新 見 女 子 短 期 大 学 講 師 ）
研究室受贈図書雑誌目録（三）
第二十八号
第 十 ニ ・ 十 三 合 併 号
国 語 研 究 （ 岡 山 大 学 教 育 学 部 国 語 研 究 会 ）国語国文（金沢大学）国語国文（東海学園女子短大）
第三十四号、
第三十五号




国 語 国 文 学 （ 洒 島 大 学 国 語 国 文 学 会 ）
第一号
第 三 十 二 号
国語国文学会誌（学習院大学）国 語 国 文 学 会 誌 （ 新 尚 大 学 ）
第三十二号．
国 語 国 文 学 会 誌 （ 福 岡 教 育 大 学 ）国 語 圏 文 学 研 究 （ 熊 本 大 学 ）
第三号
第 三 十 号
第二十五号
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